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ＰＦ 2.5 GeV リングでは、１９９７年に行われた高輝度化改造によって低エ

ミッタンス化が実現された。これと合わせて、軌道フィードバックシステムに

よる光位置の安定化、ビームの長寿命化などが進められた結果、より安定で高

輝度な光ビームを供給できるようになった。また、老朽化したコンポーネント

などの入れ替えや保守を積極的に行った結果、当初の建設から２０年が経過し

ているにも拘わらず、故障による運転中断は全運転時間の 1.5 % 程度に抑えら

れ、極めて高い信頼性が維持されている。ポスターでは、ＰＦストーレジリン

グの最近の性能向上および運転状況について報告する。

図１ ＰＦストーレジリング。
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図２ 典型的なビーム電流とビーム寿命を２日間にわたって示す。ビーム寿命が極めて長

いため、１日１回のビーム入射で、ほぼ 300 mA以上のビーム電流を一日中維持できる。


